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都農町には小川が流れ、美しい水田が
広がっており、自然豊かな光景を楽し
むことができる。また、柑橘類の作物
も栽培されている。側溝沿いの地面や
排水路は小川の流れにより浸食されて
おり、地盤が緩んでいるため、大雨の
際は農地や周辺道路の浸水に気をつけ
た方が良いと思った。(金丸)

③田んぼ・果樹園

この道路は道が狭く、見通しが悪い
ため、通行時には十分な注意が必要
である。写真のような道路標識があ
り、飛び出しや事故を防ぐための対
策がなされているが、左側の「徐
行」の文字が薄くなっており見えづ
らいため、見直す必要がありそうだ。
また、「スピード落とせ」と書かれ
た看板が設置されており、特に住宅
地周辺ではスピードを落として慎重
に運転する必要がある。(金丸)

⑨スピード落とせ

木製品や建材の製造・販売
を行う事業所である。主に
フローリング材などの木材
系建材を取り扱っており、
住宅設備や不動産関連の事
業も行っている。避難所の
看板が見られたが、都農町
のホームページで確認した
ところ、現在は避難所とし
て登録されていない可能性
が高い。(金丸)

⑤大忠児湯センター

家の壁のほとんどの部分がすでに潰れてしまっていて、いつ全体が崩
れてもおかしくない状態となっていた。ツタなど植物に覆われていたた
め長い間放置されていたと考えられる。道沿いにあったためもし、完全
に崩れたときは歩行者に危険があるかもしれないと感じた。（石橋）

⑩崩れた建物

住宅地の中に無人販売所
が設置されていた。小松
菜、ツワ、ホウレンソウ
といった新鮮な野菜が販
売されていた。私たちが
昼過ぎに訪れた時にはツ
ワは既に売り切れていた。
値段も100円と安く、住民
のお財布に優しく、遠く
に買い物に行くのが困難
な人にとってありがたい
ものだと思った。(金丸)

②無人販売所

インタビューに答えてくれたおじい様の一押
しの焼肉精香園というレストランで昼食を食
べた。11時頃だったがお客さんがまばらにお
り、雰囲気がとても良かった。特に台湾ラー
メンが絶品で900円とは思えないほどのボ

リュームとニラいっぱいのインパクトが強烈
だ。餃子も食べたがしょうががアクセントと
なっていてとても美味しかった。（満留）

①ウマいお店

東都農駅から担当区域に向かう
際、県道を通ったほうが近かっ
たが、歩道が無い片道一車線で
人が歩くには危険すぎたので、
一度国道に出てから向かうこと

になった。
また、フィールドワーク中も何
度かこの道路に出たものの、歩
けないため国道のほうに引き返

す羽目になった。（津田）

⑧県道302号線

ミヤチクやホワイトファームなどの大規模な工場が国道沿いに点在してい
た。また、大型トラックの出入りも多く見られた。国道沿いに工場が多い
のは、原料の搬入や製品の出荷に便利だからだと考えられる。（津田）

⑥工場

都農にあった小さな公民館
もう使われていないと思っていたが
防災用具が新しく、恐らく避難場所
として利用されているのではないか

と推測した。
中には入れず、近くにバス停があっ
たが一日に一本であった。（満留）

⑦黒丸公民館

ゴルフの打ちっぱなしができ、多くのお客さ
んで盛況していた。

サウナやサロンが併設されているためゴルフ
の練習だけでなくサウナのために訪れること
ができる、多様な楽しみ方ができる施設だっ

た。（石橋）

④宝夢ゴルフスタジアム

このエリアでは、あらゆるところにソーラーパネルが設置されていた。
住宅地の屋根はもちろん、農地の一部やちょっとした空き地、使わな
くなった線路の上などに設置されていた。しかしその一方で、十分な
管理が行き届いていない場所では、ソーラーパネルの上に木の枝が伸
びていたり、パネルが雑草で覆われていたりするところも見られたた
め、設備の効率や景観の影響も懸念される。
定期的なメンテナンスが必要だと感じた。(金丸)

ソーラーパネル

都農町での実習初日、気合十分で家を出たはずが、まさかの電車に乗り遅れるというハプニング
からスタートした。地域資源マップではなく、宮崎市から都農町までの移動ルートマップを作成す
ることになるかもしれないという不安を抱えながら、1時間に1本しかない電車は諦め、バスを乗り
継ぎ宮崎駅から都農町へと無事たどり着くことができた。そんな波乱の幕開けだったが、この経験
を通して中山間地域の公共交通機関の本数の少なさや乗り継ぎの不便さを実感するという学びにも
つながった。

私たちが実習を行なった地域では、多くのソーラーパネルや水田、畑が広がっており自然の豊か
さを感じられた。宮崎の食業界を支えるミヤチクの工場や地域の人々の憩いの場となるゴルフ場な
ども見られ、豊かなのは自然だけではないということを実感できた。地域の方が快くインタビュー
に答えてくださったり、おすすめのレストランを教えてくださったりと住民の方々の温かさをも感
じることのできる実習となった。

住宅地の中には新しく建てられたであろう家があり地域の方の話を聞くと、移住者が増加してい
る様子が見受けられた。今まで、私は移住について肯定的なイメージを持っていたが、実際に地域
の方の話を聞くとそうではないことが分かった。都農町は宮崎県内の他の市町村と比べて自分たち
の文化や伝統を大事にする町であることを知り、だからこそ地域住民と移住者とのコミュニティへ
の溶け込み方というのは今後の課題になってくると考えた。

地域社会の現状について考えながら初めて町歩きをしていく中で、周囲のものに注視して探索す
ると普段は気が付くことがないような魅力や課題を発見することができた。

実習を終えての感想


